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建設職械等の製品性能を最大限に引き出
すことを目標に開発 ・生産される三光製
作所油圧バルブ

目標の達成は人材を大財
たらしめることができる
かであると話す建部社長

世
界

に
冠
た

る
日
本

の
技
術

は
、
単
に
日
本
人
の
器
用
さ
だ
け

か
ら
生
産
れ
た
も
の
で
な

い
。
多

く
の
中
小
企
業
が
、
常
に
取
引
先

企
業
の
お
役
に
立

つ
製
品
づ
く
り

を
心
が
け
、
そ
の
上
で
試
行
錯
誤

を
恐
れ
ず
、
従
来
の
技
術

の
上

に

新
技
術
を
積
み
重
ね
て
来
た
結
果

が
、
今
日
他
の
追
従
を
計
さ
ぬ
製

品
を
生

み
出

し

て

い
る

の
で
あ

り
、
こ
う
し
た
思
い
や
り
の
あ
る

中
小
企
業

こ
そ
、
技
術
立
国
の
真

の
親
で
あ
り
宝
で
あ
る
。
そ
の
典

型
の

一
つ
に
、
美
川
町
長
屋
町
の

株
式
会
社
三
光
製
作
所
が
あ
る
。

同
社
は
創
業
が

一
九
三
八
年
で

六

二
年
の
歴
史
を
も
ち
、
技
術

一

本
で
生
き
抜

い
て
来
た
企
業
で
あ

る
。
戦
時
中
は
軍
需
工
場
と
し
て

海
図
分
度
器
を
製
作
、
戦
後
は
不

二
越
と
取
り
引
き
し

マ
イ
ク

ロ
メ

ー
タ
ー
稼
製
造
、　
一
九
五

一
年
か

ら
小
松
製
作
所
と
取
り
引
き
し
、

常

に
技
術

の
発
揮

に
努

め
た

の

で
、　
一
九
七
六
年
に
は
石
川
県
機

械
工
業
技
術
向
上
推
進
工
場
に
指

定
さ
れ
、　
一
九
八
四
年

に
は
小
松

品
質
管

理
賞
を
受
賞
す

る
等
精

密

。
精
巧
な
技
術
は
、
遺
憾
な
く

発
揮
か
つ
累
積
さ
れ
、
そ
の
結
果

一
九
九
二
年
自
社
製
品
油
圧
バ
ル

ブ
の
開
発

じ
生
産

・
販
売
を
行
う

ま
で
に
な

っ
た
。

同
社

の
ポ
リ
シ
ー
は
、

「お
客

様
の
製
品
性
能
を
最
大
限
に
引
き

出
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
油
圧
バ

ル
ブ
の
開
発

・
生
産

・
技
術
革
新

に
取
り
組
む
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
思
い
や
り
技
術
の
発
揮

は
、
，
も

っ
と
、
性
能
を
上
げ
て
他
社

製
品
と
差
を

つ
け
た
い

。
も

っ
と
、
軽
量
化

・
小
型

化
し
た

い

。
も

つ
と
、

コ
ス
ト
を
下
げ

た

い

。
も

つ
と
、
ク

レ
ー

ム
を

減
ら
し
た
い

。
も

っ
と
、
安
定
供
給
を

受
け
た

い

等

モ
ア

・
ア
ン
ド

・
モ
ア

の
技
術
改
善
、
社
風
を
醸

成
し
、
こ
の
た
め
取
引
先
企
業
か

ら
絶
大
な
信
頼
を
得
て
い
る
。

自
社
製
品
の
展
開

油
圧

バ
ル
ブ

は
、
小
松
製
作

所

・
古

河
機
械
金
属

・
住
友
建

機

・
神
戸
製
鋼
所
等
が
製
造
す
る

建
設
機
械
、
ク
レ
ー
ン
用
、
ト
ン

ネ
ル
削
岩
機

・
フ
オ
ー
ク
リ
フ
ト

用
等
実
に
多
く
の
機
械
に
取
り
付

け
ら
れ
、
世
界
の
各
地
で
活
躍
し

て
い
る
。
特
に
中
小
企
業
の
立
場

か
ら
多
種
少
量

・
特
需
受
注
に
徹

し
、
モ
ア

・
ア
ン
ド

・
モ
ア
で
共

に
研
究
し
製
作
納
品
す
る
の
で
、

大
企
業
に
と

っ
て
今
や
無
く
て
は

な
ら
な

い
存
在
と
な

っ
て
い
る
。

◆
社
長
の
経
営
姿
勢

社
長
建
部
勘
次
郎
さ
ん
の
モ
ッ

ト
ー
は

「企
業
は
人
な
り
」
で
如

何
に
人
材
を
人
財
た
ら
し
め
る
か

で
あ
り
、
常

に
専
門
家
を
呼
び
、

専
門
家
の
も

つ
知
恵

・
技
量
等
を

享
受
し
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

一

方
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
合
理

化
を
図
り
、
更
に
社
長
の
即
決
即

断
で
も

っ
て
敏
捷
に
対
応
で
き
る

体
制

が
整
備

さ
れ
活
躍

し

て

い

″０
。思

い
や
り

の
心
を
も

っ
て
モ

ア

・
ア
ン
ド

・
モ
ア
か
ら
生
ま
れ

る
製
品
は
、
次
の
技
術
発
揮
の
上

台
と
な

っ
て
取
引
先
企
業

の
満
足

に
結
び
付
く
。
こ
の
流
れ
は
、
正

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
考
え

・
姿
勢
そ

の
も
の
で
あ
り
、
大

い
に
誇
り
得

る
企
業
と
推
奨
し
た
い
。

（お
問

い
合
わ
せ
）
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９
年
は
間
工
会
激

随
衛

四
十
圃
年

の
年
で
す
③

新
し
い
時
代
へ
の
飛
躍
に
向
け
て

企
業
の
明
日
を
応
援
し
ま
す
。

思
い
や
り
の
授
術
発
揮

会
社
の
技
術
経
歴

ポ
リ
シ
ー
の
展
開

小型化、軽量化、低コストが(株)三光製作所のポリシー
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